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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

東京2020大会の開催を契機としたスポーツへの関心の高まり等を背景に、本事業に対する期待度
は引き続き高い。区内の幼稚園・保育園・こども園における教育・保育の質の向上を図っていくた
めにも本事業を継続していく必要がある。

維持

手段の適切性 4
区立園に対する事業については、事業効果の向上を目的に、従前の入札方式からプロポーザル方式による業
者選定に変更して実施した。また、私立園に対する助成は、各園独自の取り組みに対して事業規模に応じた
補助基準に基づき執行されており、手段は適切である。

目的達成度 3 事業実施後のアンケートに対する区立園の評価は、運営上で有効との回答が多数であった。私立園の体育事
業等の実施回数は、Ｈ２８年度比約２０％増となった。

評
価
の
視
点

評価 評価の理由

必要性 3 東京2020大会を契機としたスポーツや子供の体力向上に対する関心は引き続き高い。運動習慣を幼児期から
定着させ、小学校における運動能力の発達につなげていく意義からも本事業の継続が必要である。

効率性 3
区立園については、民間委託で事業を行っているが、園ごとに契約するのではなく、１社と契約することによ
り、効率的な指導員の派遣ができている。私立園については各園の取り組みに対する助成により実施してお
り、事業は効率的に行われている。

　一般財源（区負担額） (16,641) (16,623) (16,276)

課題及び
今後の進め方

区立園に対するスポーツ専門員の派遣については、園の運営上で役立っているとの評価が多いものの、一部の園から
改善要望があるため、委託業者と協議・調整しながら内容の見直し等を図っていく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

5,696 6,707 7,604

　総経費 (16,641) (16,623) (16,276)

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） (8,471) (7,542) (6,172)

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 2,474 2,374 2,500

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

事業実施後のアンケートに対する区立園
の高評価率

％ 100.0 78.0 95.7 96.0

活動指標

100.0

私立園における体育授業等の実施回数 回 991 716

H30年度

8,170 9,079

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

23 23 100.0%23 23 23

96.0%

824 861 - -

10,103

幼児の体力向上支援
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種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

私立園に対する助成件数 件 29 19 23 26

スポーツ専門指導員を派遣した区立園
数

園

- -

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 31 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

（１）区立幼稚園・保育園・こども園に対するスポーツ専門指導員の派遣
（２）私立幼稚園・保育園・こども園が行う園児の体力向上に資する事業に対する助成

委託の有無 一部委託
委託内容 　

区立幼稚園・保育園・こども園計２３園に対するスポーツ専門指導員の派遣を
民間業者への委託により実施補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 幼児の体力向上支援
所
管

教育委員会

教育支援館

事業対象

事業目的
幼児の基礎体力向上、運動習慣の定着及び教職員の指導力向上を図り、台東区幼児教育共通カリキュラムにおける「体力
の向上」の趣旨に沿う幼児の健やかな成長に寄与する。

 [施　　策] 5　就学前教育の推進 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 要綱 〔法令等名〕
台東区私立幼稚園児の体力向上事業に対する補助金交付要綱、台東区私立保育園児体力
向上事業補助金交付要綱、台東区私立認定こども園児体力向上事業補助金交付要綱

長期総合
計画体系

あらゆる世代が生涯にわたって成長し輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 区内幼稚園・保育園・こども園

区内幼稚園・保育園・こども園に通園する幼児


